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志布志市、住友林業 新工場建設に向けた立地基本協定を締結 

～国産材の活用促進に向けた取り組み、2025年中の操業開始を目指す～ 

 
鹿児島県志布志市（市長：下平 晴行、以下志布志市）と住友林業株式会社（社長：光吉 敏郎 本社：東京都千代田

区、以下住友林業）は、志布志市臨海工業団地（5工区）の土地売買契約を締結し、2月14日に立地基本協定書を締結しま

した。本協定は住友林業が同工区で新工場建設の検討を開始することを両者が合意し、実現に向けて環境整備等、相互が

協力していくものです。 

住友林業は国産材を活用する木材加工工場とバイオマス発電所の建設を検討します。今後、具体的な事業計画の策定

や設備の選定を進め、2025年中の操業開始を目指します。 

両者は鹿児島県、志布志市、住友林業3者での立地協定締結に向け、地域が抱える様々な課題に対しても連携と協力を

深め、それぞれが有する資源を有効に活用しながら、地方創生の実現を図っていきます。 

 

 昨年、米国での住宅建設需要の増加や新型コロナウイルス感染症拡大を起因としたコンテナ不足等により、世界全体で木

材価格が高騰するウッドショックが起こりました。木材供給の約6割を輸入に依存している日本では、国産材の急な増産に対

応できず、価格面・数量面で大きな影響を受けました。 

森林大国である日本では、戦後植林した人工林を中心に森林蓄積量が52億m3※1に達し毎年1億m3程度増加し続けてい

ます。蓄積量が十分あるにも関わらず木材自給率は41.8％※2と、伐期を迎えた森林を活かしきれていないのが実情です。

国産材の活用に向けては、林業従事者から木材製造・加工業者そして建築業者すべてが、事業収益を確保できる安定的

な供給体制の構築が必要です。 

 

住友林業はこれらの課題を解決するため、現在志布志港から丸太のまま輸出されている木材や間伐材等を付加価値の

ある製品に加工する新工場の建設を検討し、国内向けの安定供給および志布志港からアジアや北米などへの製品輸出を

目指します。木材製品の製造からバイオマス発電の燃料利用まで、木を余すことなく使いきるカスケード利用を実現すること

で、九州地域の森林資源の競争力を高め国産材の価値向上・利活用促進に貢献します。住友林業は木材製品や木質燃料

を安定的に取り扱い、「植林」→「育林」→「伐採」→「利用」→「再造林」のサイクルを回していきます。この循環型森林経営

を経済的に自立させたもの、すなわち「サーキュラーバイオエコノミー」を実現することで脱炭素社会を目指します。 

志布志市は、志布志港の港湾整備が進み南九州の物流拠点としての機能が拡充するとともに、東九州自動車道や都城

志布志道路といった広域道路網の整備によって、南九州各都市からの移動時間が短縮するなど交通の利便性が向上して

います。これら社会インフラや産業基盤を生かし、物と人の交流促進と地域経済の活性化を図ります。林業については、施

業の集約化や再造林に向けた広域的な取組を推進し、森林保全を含めた林業の発展と振興を図ります。環境については、

バイオマス発電等の地域の特性を生かした再生可能エネルギーの導入を促進するなど脱炭素社会の実現に向けた取組を

推進するとともに、環境にやさしい地域社会の実現のため、多様化する環境問題への対応に取り組み、環境保全に配慮した

資源循環型社会の構築を図ります。 

 

※1 出典：令和元年度 森林・林業白書 

※2 出典：林野庁  令和2年木材需給表 
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【志布志市臨海工業団地の概要】 

所在地      ：鹿児島県志布志市志布志町安楽   

面 積       ：約88,000平方メートル 

特 長       ：志布志市臨海工業団地は国際バルク戦略港湾※3に選定され、重要港湾である志布志港に隣接し、九州 

自動車道や都城志布志道路からの交通アクセスにも優れた立地にあります。志布志港は国内有数の配

合飼料の供給基地でもあり、原木丸太の輸出量が 11 年連続全国１位を誇るなど、南九州地域の第一

次産業の発展を支える成長著しい国際物流港湾です。 

※3 国際バルク戦略港湾 港の強化と国際競争力の増強を目的とした国の成長戦略の一環で、国内の港を選定して集中的に整備される港。 

                                             

【志布志港全景 [ 出典 ： 国土交通省九州地方整備局志布志港湾事務所 ] 】  

 

【志布志市臨海工業団地（５工区） 航空写真 [ 出典 ： 志布志市 ] 】  

 

当該地 
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（参考）  

■鹿児島県志布志市の概要  

１. 人 口       30,119 人（令和４年 １ 月末現在）  

２. 面 積       290.28キロ平方メートル  

３. 市 の 花     ひまわり  

４. 市 の 木     びろう  

５. 位置・地勢    志布志市は、鹿児島県東部、宮崎県との県境に位置し、南東部は志布志湾に面しており、湾奥ほぼ中

央に位置しています。 北部から東部にかけて丘陵山間地帯であり、海岸部は日南海 岸国定公園に指

定されており、沖合の枇榔島亜熱帯性植物群落は国の特別天然記念物に指定されています。また、中

央部には物流拠点港湾かつ九州唯一の国際バルク戦略港湾である志布志港があり南九州地域の国

内・国際物流拠点となっています。  

 

 

■住友林業株式会社の概要 

１. 本社所在地   東京都千代田区大手町１－３－２ 経団連会館 

２. 創 業       1691年（元禄4年） 

３. 設 立       1948年（昭和23年） 

４. 資 本 金     50,063百万円    

５. 事業内容     国内外で森林の経営、木材建材の流通・製造、木造建築、木質バイオマス発電等再生可能な自然素

材である木を軸に事業を展開しています。 

６. 従業員数     20,562名（グループ全体） 

 

 

以上 

 

 

 

 

≪リリースに関するお問い合わせ先≫ 
住友林業株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 河村・鎌田 

TEL：03-3214-2270 
 

鹿児島県志布志市 港湾商工課企業立地推進係 上田・德留 

TEL：099-472-1111(250・251・254) 

 


